
  



 

村尾技報 2026 合併記念特別号 

 

企業理念と新たな出発 
両社の歩みを知り、これからの会社づくりをともに考える。 

 

01 合併後も受け継ぐ企業理念 

仕事を通じて自らを高め、社会に貢献する。 

 
02 新中期経営計画  第 53 期～第 55 期 

 

From Integration to Innovation 

2026 年 10 月～2029 年 9 月 

両社の技術と文化をつなぎ、新しい価値を地域へ。 

53 期  基盤づくり  ／  54 期  定着・発展  ／  55 期  高度化・価値創造 

 
03 合併の意義と新たな会社づくり 

代表取締役社⾧ 中村 明彦 

このたび、村尾技建とエコノスは一つの会社として新たな歩みを始めました。地質・土質・防災の技術と、
測量・環境の技術を結び、地域の課題に幅広く応える総合建設コンサルタントを目指します。新中期経営計画
では「融合から創造へ」を掲げ、互いの強みを学び合い、部門を越えて協力できる会社をつくります。一人ひ
とりが仕事に誇りを持ち、成⾧を実感できる職場を、ともに育てていきましょう。本誌が、仲間を知るきっか
けとなることを願っています。 

 

 
04 村尾技建の歩みと次世代へ 

取締役会⾧ 村尾 治祐 

村尾技建は、創業以来、大地と向き合い、地
域の安全・安心を支える仕事を重ねてきまし
た。今日まで支えてくださったお客様、地域の
皆様、協力会社の皆様、そして社員とご家族
に、心より感謝申し上げます。現場で培った技
術と信頼は、私たちの大切な財産です。エコノ
スの皆さんとともに、その財産を次の世代へ引
き継ぎ、若い力で新たな可能性を広げていただ
きたいと願っています。 

 

 
05 エコノスの歩みと合併への思い 

取締役副社⾧ 南雲 秀人 

エコノスは、測量・環境分野の仕事を通じ
て、地域の暮らしと社会基盤を支えてきまし
た。これまでご縁をいただいた皆様と、日々の
仕事に力を尽くしてきた社員に、深く感謝申し
上げます。今回の合併には、私たちが育んだ技
術と地域とのつながりを、さらに大きく生かし
てほしいとの思いを託しています。互いの歩み
を尊重し、学び合うことで、一社では届かなか
った課題にも応えられると信じています。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

 

 

 



 



 



 



 

 



 


